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【は じめ に】

生 活 習 慣 病 は 、 薬 物 治 療 だ け で な く運 動 療 法

に よ る 治 療 効 果 が 認 め られ 、 平 成 8年 度 診 療 報

酬 改 定 に お い て 、 高 血 圧 につ い て 運 動 療 法 指 導

管 理 料 が 新 設 され た 。 更 に平 成 12年 度 に は 、

糖 尿 病 、 高 脂 血 症 に も対 象 が 拡 大 され た 。 当施

設 は 平 成 4年 3月 に指 定 運 動 療 法 施 設 と して 厚

生 労 働 省 の 認 定 を 受 け現 在 に至 る 。 しか し、 運

動 療 法 コ ー ス の 利 用 者 は い な い 。 そ こで 、 まず

地 域 の 実 態 を 調 査 す る必 要 性 を感 じ、 市 内 の 医

療 機 関 に 対 して ア ンケ ー ト調 査 を行 っ た 。 そ の

結 果 を ふ ま え 、 健 康 増 進 施 設 と して 、 今 後 の 方

向 性 を考 察 す る。

尚 、 運 動 療 法 コ ー ス の対 象 疾 患 は 高 血 圧 ・高

脂 血 症 ・糖 尿 病 で 、 流 れ は 下 記 の よ う に な っ て

い る。

① 医療 機 関 よ り患者紹介

② メデ ィカルチ ェ ック ・運 動負荷 テス ト

③運 動処方 の作 成及び運動指導

④ 週 1回 以 上 の来所 (実技 ・指導)

⑤ 8週 以 上 の継続後 、運動負荷 テス ト

(効果 判定 )必 要時継続

※そ の間 、文書 で主治 医 に情報提供 を行 う

【ア ンケー ト調査】

1)調 査 方法

平成 13年 3月 に、郵送 による 自記式 ア ンケ
ー ト調査 を行 った。対 象 医療機 関 は、郡 山市 内

の医院で 内科 ・整形外科 の診 療科 目のある医院

86件 (リハ ビ リ部 門 を設置 して いる医院は除

く)で あ る。

2)ア ンケー ト結果

86件 郵 送 し、 5 8件 の 回答 を得 た。 (回 収

率 67 %〉 9 4 . 8 %の 医療機 関が 、運 動指導

が 必 要 な 患 者 が い る と答 えて い る (図 1)。 患

者 の疾患 と して は図 2の 通 りで ある。指導形態

は 主治 医 によ る指 導 が 79 , 4 % (図 3 )。 指

導 専 門 ス タ ッフの職種 と して は栄養士が最 も多

か ったが 、ス タ ッフが いな い施設が 75 %で (図

4 )、 運 動 指 導 専 門施 設 につ いて は 82 , 8 %

の医療機 関が必要で あ る と答 えて いる (図 5)。
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5 8 . 6 %の 医 療 機 関 が 当施 設 を 知 らな か っ た

が (図 6 )、 今 後 利 用 した い と い う 回 答 は 84 .

5 %に の ば っ た (図 7 )。 以 上 の こ とか ら、 運

動 指 導 が 必 要 な 患 者 は い て も、 専 門 ス タ ッ フ ま

で 配 置 して い る 医 療 機 関 は 少 な く、 専 門 施 設 の

必 要 性 が 示 峻 され た 。

図 1(対 象 者 の有 無 )
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図 4(運 動 指 導 ス タ ッ フ の有 無 と職 種 )
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【今 後 の方 向性 】

運 動 療 法 コー ス の利 用 促 進 へ 向 け た 対 策 と し

て は 、 医 療 機 関 に対 して 積 極 的 に広 報 活 動 を 行

な う必 要 が あ る。 具 体 的 に は 、 事 業 案 内 や 健 康

情 報 誌 の 送 付 、 学 会 発 表 等 を通 して 、 理 解 を 得

られ る よ う に した い。 ま た 、 運 動 指 導 を 受 け て

い る方 の 主 治 医 へ の 情 報 提 供 や 、 健 康 教 室 等 の

参 加 者 で 医 療 機 関 の受 診 が 必 要 な 対 象 者 へ の 受

診 勧 奨 を通 して 、 医 療 機 関 と信 頼 関 係 を 築 い て

い く こ と も大 切 で あ る と考 え る。

【ま とめ 】

当 施 設 は 、 ス ポ ー ツ ドク タ ー の 内 科 医 師 (所

長 )、 健 康 遠 動 指 導 士 、 健 康 運 動 実 践 指 導 士 、

保 健 婦 、 看 護 婦 、 栄 養 士 等 の 職 員 を有 す る 、 厚

生 労 働 大 臣 認 定 の健 康 増 進 施 設 で あ る 。 健 康 教

室 や 運 動 実 技 指 導 の参 加 者 の 中 に は 、 生 活 習 慣

病 で 治 療 中 の 方 も多 い 。 そ う した 方 は 、 運 動 療

法 と して 医 療 機 関 か らの紹 介 で は な く、 健 康 維

持 増 進 の 為 の 個 人 の 自発 的 な 参 加 に よ る も の で

あ る 。 治 療 中 の方 につ い て 現 在 は 、 主 治 医 か ら

の許 可 書 の 提 示 に よ り運 動 に参 加 して 頂 い て お

り、 中 に は 、 運 動 した こ と に よ っ て 血 圧 が 低 下

した り、 QO Lが 向 上 す る 事 例 も あ り、 運 動 の

効 果 を実 感 す る も の で あ る。 更 に 、 医 師 の 運 動

療 法 の 指 示 窒 が あ れ ば 、 そ れ に基 づ き運 動 負 荷

テ ス トを実 施 して 、 そ の個 人 レベ ル に あ わ せ た

運 動 処 方 の 作 成 が 可 能 とな り、 よ り安 全 で 効 果

的 な 運 動 指 導 が 行 え る。 医 療 機 関 と増 進 施 設 が

連 携 す る事 で 、 生 活 習 慣 病 の 改 善 や 悪 化 の 予 防

に寄 与 す る と考 え る。

図 5(運 動 専 門 施 設 の 必 要 性 )

図 6 (当 施 設 の 認 知 )
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図 7(当 施設 の今後 の利用希望 )
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